



















































































ところが、前研究ノート (1 (続) I知J の意味するもの…形而上的「支出(宗教神
秘主義)について-J、『日本語日本文化J、大阪大学日本語日本文化教育センター、
























































る J ヘ「…・・・言葉はもはや、私たちにとって、磨かれた表面にすぎなくなっている 0
・・・・ぃ私たちは、この神秘的な感受性を保持しているか喪失しているかに応じて、
芸術の永遠の内的掲示に対して生きているともいえるし、死んでいるともいえる
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れてきた。今Arbeny による註l-Qushairi の Risala の事例に従うと 12)
①回心 (tauba) 、②神秘的生活を真に求める努力 (mujahada)、③孤独な生活(俗
な生活から退くこと， khalwa wa ‘uzla) )、④神に対する畏怖 (taqwa)、⑤節制
(wara') 、@放棄 (zuhd) 、⑦沈黙 (samt)、⑧恐れ (khauf)、⑨希望(吋a') 、
⑮悲しみ (huzn)、⑪空接、飲食を否定することりu' ， tark al-shahwa) 、⑫謙譲
(khushu' ，tawadu') 、⑬肉欲への抵抗 (mukhalafatal-nafs wa dhikr'uyubiha) 、⑭満
足 (qana'a) 、⑮神への信頼 (tawakkul)、⑮感謝 (shukr) 、⑫堅田な信仰 (yaqin) 、
⑮忍耐 (sabr) 、⑮絶えず神を覚えること (muraqaba)、⑮満足 (rida) 、@僕で
あること(‘ubdiya) 、⑫願望(irada) 、⑮廉蔽(istiqama) 、⑮誠実 (ikhlas) 、⑮
信頼に足ること (sidq) 、⑮恥 (haya') 、⑮許容力 (hurriya) 、⑮(神を)記櫨ず
ること (dhikr) 、⑮戦士としての勇気 (futuwwa) 、⑩洞察力 (fìrasa) 、@道徳、
性 (kyuluq) 、⑮寛大さ Qud，sa始a)、⑮神に仕えるのに熱心なこと (ghaira) 、
⑨神に守られていること、理人性 (wilaya) 、母祈り (du'a) 、⑮貧閤 (faqr) 、
@純粋さ (tasawwuf)、命ネし犠正しさ (adab)、⑮旅行(運動を続けること，
safar) 、@友愛 (suhba) 、@唯一の神に対する信仰 (tauhid)、@高貴に死ぬこと、
⑨神智、グノーシス (ma'rifa) 、。愛 (muhabba)、⑮常に神を故意求めること
(shauq) 、という 45 の階梯がある。
イスラームでは、このほかに百の階梯を上昇する事例もあるが、一関細分化され
ただけで、基本的には問様である。
各階梯について、 Mortaza Motahhari によれば 13)、れぞれの階梯は理解すること
ではなく、まず到達することであるとして、イスラームの著名な鷲学者 Ibn Sina 
の所説を敷倍しながら解説している。一般に、 i滋梯を進む場合、禁欲主義者









① 被造物から創造者に至る旅 (sayirmin al-khalq ila aトhaqq)
② 自らのうちに創造者がいる状態、 (sayirbil'haqq fi al.・ haqq)
③ 再び想像の状態に戻る旅 (sayrmin al-haqq ila al-khalq) 












































































































は神もや11でない 非神 (ein nihtgot) と、結局、苔定神学的に言われるに停
まり、事実神が無相に帰し、神としての離跡を没することはないのである。
神は不可説なる放に神について沈黙せよ。それが人間の哀の自己放棄である







話はルカ{云第 10 章 38-42 節の有名な出来事である。客の接待をせずイエスの
言葉に聞き入っていた妹マリアが正しいのか、客の接待に専念して、現世での行













生活の真中で「徳を行ずること Cuebunge der tugende) 、すなわち「事実の
続磨」によって高くしかも具象的な認識に達した奥教の教師たちを賞賛する。
このように他者への愛と具体的な差別相を弁別し得る生きた認識からマルタ
















た (gotes ledic) J 絶対の無であり、問時に、その絶対の無は非対象的に生の
霞下として、向下的に神との関わりを離れて此岸に転還し「神なしに生きる





































答えて「ハーフェズが狂う心を嘆くから J I) J
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In the study note part 2, I discussed the probability of the existence of meta-
physical knowledge, which could be known only to the limited number of the 
awakened (saints). Based on the previous paper, in this study note, the issues of 
mystical stages and acts of the awakened (saints) will be dealt with so that we 
might know to what extent we researchers can make an access to metaphysical 
knowledge (in this paper, theosophy) and to what extent we can claim the right to 
know the acts of the awakened (saints). 
The above-mentioned issue has its origin in feebleness or unreliability of hu-
man cognitive ability, which often commits serious misunderstandings even with 
tangible objects in front of us, such as a red apple or a green book, etc. When it 
comes to intangible objects like metaphysical knowledge (theosophy in this case), 
we cannot even imagine the extent of our misunderstanding. However, once we 
have got to the point that with high probability there exists such a kind of knowl-
edge, it is incumbent upon us to seek after this sphere of human activities. 
Taking the afore-mentioned aspects into consideration, I have discussed the 
limitation ofthe researchers' right to mystical documents and they should be satis-
fied with more or less "objective" descriptions concerning mystical knowledge, 
such as mystical stages. As far as the mystical experiences by the awakened are 
concerned, the extreme difficulty ofunderstanding them by means of human rea-
son may lead us to the modest conclusion that we can peep into the theosophical 
sphere only through mystical poems i.e. metaphorical expressions. 
